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（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第２四半期 1,444 － 388 － 388 － 262 －

2022年６月期第２四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年６月期第２四半期 60.09 56.99

2022年６月期第２四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年６月期第２四半期 2,088 1,494 71.6

2022年６月期 1,478 818 55.3

（参考）自己資本 2023年６月期第２四半期 1,494百万円 2022年６月期 818百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年６月期 － 0.00

2023年６月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,979 14.8 735 24.3 732 21.9 502 19.6 113.52

１．2023年６月期第２四半期の業績（2022年７月１日～2022年12月31日）

（注）１．当社は、2022年６月期第２四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2022年６月期第２四半
期の数値及び対前年同四半期増減率並びに2023年６月期第２四半期の対前年同四半期増減率については記載し
ておりません。

２．2023年６月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当社株式が2022年９月28日に
東京証券取引所グロース市場に上場したため、新規上場日から当第２四半期会計期間の末日までの平均株価を
期中平均株価とみなして算定しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年６月期の業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年６月期２Ｑ 4,490,000株 2022年６月期 4,240,000株

②  期末自己株式数 2023年６月期２Ｑ －株 2022年６月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期２Ｑ 4,370,435株 2022年６月期２Ｑ －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（注）詳細は、添付資料「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方針の

変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）１．当社は、2021年11月１日付で普通株式１株につき40株の割合で株式分割を行っております。2022年６月

期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」及び「期中平均株式数」を算定

しております。

２．2022年６月期第２四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、期中平均株式数（四半期

累計）は記載しておりません。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社が約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項

等については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報（４）業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）

　四半期決算補足説明資料は、2023年２月14日(火)にTDnetで開示するとともに、当社ホームページ(https://e-

tenki.co.jp/)にも掲載いたします。また、決算説明会は、当社ウェブサイト動画を配信する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社は、「誰からも必要とされる会社になる」という経営理念のもと、主に中小企業事業者や個人事業主などの

SMB（注１）向けに「付加価値の向上」と「業務の効率化」の両輪をサポートすることで、企業のDX化を推進する

事業活動を行ってまいりました。

　当第２四半期累計期間においては、新型コロナウイルス感染症による経済活動の制限が緩和され経済回復が期待

される一方、世界的に金融引締めが進む中で金融資本市場の変動や原材料価格の高騰等、景気下振れリスクが高ま

り、依然として先行きが不透明な状態が続いておりました。

　しかしながら、当社の位置するDX市場は2030年に５兆1,957億円（注２）に達する見込みとされるなど、社会全

体としてDXへの関心やニーズへの高まりが定着しつつあり、当社にとっては継続的に追い風の状況が続いているも

のと考えております。

　このような環境下において当社は、主力サービスである「Videoクラウド」の販売に注力し、積極的な事業活動

を行った結果、累計取引社数が20,000社を突破いたしました。売上高については業績予想に対して順調に推移して

おります。また、早期に人員を育成できる体制を構築したことで、内製化率が第１四半期に引き続き高い水準で推

移した結果、売上原価が抑制されております。これにより、当第２四半期累計期間における各段階利益は、業績予

想を上回る進捗となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,444,988千円、営業利益は388,564千円、経常利益は388,568千

円、四半期純利益は262,615千円となりました。

（注）１．Small and Medium Businessの略称。中小企業事業者や個人事業主等を指す。

（注）２．「2022　デジタルトランスフォーメーション市場の将来展望」富士キメラ総研

　当第２四半期累計期間の経営成績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

a．Videoクラウド事業

　当事業では、主力サービスである「Videoクラウド」の販売に注力し、積極的な事業活動を行った結果、2021年

４月に本格リリースした動画配信プラットフォームサービス「Videoクラウド」に関しては、導入実績社数が2,500

社に迫る等、順調に拡大しており、ストック収益の積み上げに寄与しております。さらに、Videoクラウドで得ら

れた視聴データを元に企業のDX支援を行うDXコンサルティングサービスに関する業績も順調に推移しております。

その結果、売上高は1,389,022千円、セグメント利益は650,074千円となりました。

b．店舗クラウド事業

　当事業は、2022年6月期を以って新規販売を停止しており、既存顧客のみへのサービス提供を行っております。

その結果、売上高は55,966千円、セグメント利益は49,497千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　当第２四半期会計期間末における総資産は2,088,184千円となり、前事業年度末と比較し609,812千円増加いたし

ました。

　流動資産は1,839,497千円となり、前事業年度末と比較し622,622千円増加いたしました。これは主に、公募増資

414,000千円及び四半期純利益262,615千円の計上による現金及び預金の増加677,831千円によるものであります。

　固定資産は248,686千円となり、前事業年度末と比較し12,809千円減少いたしました。これは主に、将来減算一

時差異の減少による繰延税金資産の減少8,481千円、2019年６月30日に旧株式会社ファインズを吸収合併したこと

により発生したのれんの償却9,119千円、金沢営業所開設等による敷金の増加2,745千円によるものであります。

（負債の部）

　当第２四半期会計期間末における負債は593,471千円となり、前事業年度末と比較し66,803千円減少いたしまし

た。

　流動負債は593,471千円となり、前事業年度末と比較し66,803千円減少いたしました。これは主に、契約時の前

受金を顧客へ納品したことによる契約負債の減少60,027千円によるものであります。
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（純資産の部）

　当第２四半期会計期間末における純資産は1,494,713千円となり、前事業年度末と比較し676,615千円増加いたし

ました。これは主に、公募増資により資本金及び資本準備金がそれぞれ207,000千円増加し、四半期純利益262,615

千円の計上に伴う利益剰余金の増加によるものであります。

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ677,831千

円増加し、1,643,189千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は290,894千円となりました。これは主に、税引前四半期純利益388,568千円の計

上、売上債権の減少による資金の増加57,364千円、契約負債の減少による資金の減少60,027千円、法人税等の支払

121,833千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は8,115千円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出4,566千

円、敷金及び保証金の差入による支出3,826千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は395,051千円となりました。これは主に、株式の発行による収入412,551千円によ

るものであります。

（４）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　中長期において日本企業全体で、DXをいかに実現するかが大きな課題となると考えられ、当社がご提供できるビ

ジネス領域はさらに拡大していくと考えております。特に、企業においてテレワークやオンライン採用の活動需要

の高まりにより、個々の企業の課題に応じて動画の活用幅が広がりを見せております。

　このように、当社の事業領域に対する市場からの需要は、引き続き高水準であることが予測され、当社の成長フ

ェーズは継続するものと見込んでおります。今後はさらにデータを活用したDXコンサルティングを強化し、クロス

セルを増加させていくことで、持続的な案件獲得の拡大を目指しており、2022年９月28日に発表した通期業績予想

からの変更はございません。

　なお、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は今後様々な要因

により予測数値と異なる可能性があります。業績予想の修正が必要な場合には、速やかに開示いたします。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年６月30日）

当第２四半期会計期間
（2022年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 965,358 1,643,189

売掛金 211,781 154,948

仕掛品 11,089 15,016

前払費用 32,752 27,258

その他 383 4,604

貸倒引当金 △4,491 △5,520

流動資産合計 1,216,875 1,839,497

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） 9,381 10,330

工具、器具及び備品（純額） 5,078 6,642

有形固定資産合計 14,460 16,973

無形固定資産

のれん 127,677 118,557

ソフトウエア 1,393 955

商標権 137 108

無形固定資産合計 129,208 119,621

投資その他の資産

敷金 89,463 92,208

破産更生債権等 9,568 9,037

繰延税金資産 25,927 17,445

その他 2,438 2,438

貸倒引当金 △9,568 △9,037

投資その他の資産合計 117,828 112,092

固定資産合計 261,496 248,686

資産合計 1,478,371 2,088,184

負債の部

流動負債

買掛金 25,565 30,463

１年内償還予定の社債 20,000 10,000

未払金 32,337 25,317

未払費用 123,170 132,678

未払法人税等 121,832 129,210

未払消費税等 64,334 46,557

契約負債 245,044 185,017

預り金 15,353 21,173

賞与引当金 11,435 12,761

その他 1,200 289

流動負債合計 660,274 593,471

負債合計 660,274 593,471

純資産の部

株主資本

資本金 13,879 220,879

資本剰余金 3,879 210,879

利益剰余金 800,339 1,062,955

株主資本合計 818,097 1,494,713

純資産合計 818,097 1,494,713

負債純資産合計 1,478,371 2,088,184

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年12月31日）

売上高 1,444,988

売上原価 225,214

売上総利益 1,219,773

販売費及び一般管理費 831,209

営業利益 388,564

営業外収益

受取利息 5

受取補償金 8,534

その他 414

営業外収益合計 8,954

営業外費用

支払利息 2

上場関連費用 8,948

営業外費用合計 8,950

経常利益 388,568

税引前四半期純利益 388,568

法人税、住民税及び事業税 117,470

法人税等調整額 8,481

法人税等合計 125,952

四半期純利益 262,615

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 388,568

減価償却費及びその他の償却費 3,323

のれん償却額 9,119

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,326

貸倒引当金の増減額（△は減少） 496

受取利息及び受取配当金 △5

上場関連費用 8,948

支払利息 2

売上債権の増減額（△は増加） 57,364

未収入金の増減額（△は増加） △243

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,926

前払費用の増減額（△は増加） 5,493

仕入債務の増減額（△は減少） 4,897

未払金の増減額（△は減少） △7,020

未払費用の増減額（△は減少） 9,508

契約負債の増減額（△は減少） △60,027

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,777

その他 12,673

小計 412,726

利息及び配当金の受取額 5

利息の支払額 △3

法人税等の支払額 △121,833

営業活動によるキャッシュ・フロー 290,894

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,566

敷金及び保証金の差入による支出 △3,826

敷金及び保証金の回収による収入 277

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,115

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △10,000

株式の発行による収入 412,551

上場関連費用による支出 △7,499

財務活動によるキャッシュ・フロー 395,051

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 677,831

現金及び現金同等物の期首残高 965,358

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,643,189

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年９月28日に東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。株式上場にあたり、2022年９月27日

を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式250,000株(発行価格1,800円、

引受価額1,656円、資本金組入額828円)の発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ207,000千円増加しておりま

す。

　この結果、当第２四半期会計期間末において資本金が220,879千円、資本剰余金が210,879千円となっております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

ととしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期
損益計算書

計上額
（注）２

Videoクラウド事業 店舗クラウド事業 計

売上高

Videoクラウド 1,231,572 － 1,231,572 － 1,231,572

DXコンサルティング 157,449 － 157,449 － 157,449

店舗クラウド － 55,966 55,966 － 55,966

顧客との契約から生じる収益 1,389,022 55,966 1,444,988 － 1,444,988

外部顧客への売上高 1,389,022 55,966 1,444,988 － 1,444,988

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 1,389,022 55,966 1,444,988 － 1,444,988

セグメント利益 650,074 49,497 699,571 △311,006 388,564

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　2022年７月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　（注）１．セグメント利益の調整額△311,006千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セ

グメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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